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（１）旭紙業株式会社 

商 号 旭紙業株式会社 

役 員 代表取締役社長 

専 務 取 締 役 

社 外 取 締 役 

監 査 役 

小林 裕明 

小林 丈人 

上平 徹 

須賀 清文 

設 立 1941 年 5 月（創業 1911 年） 

事業内容 段ボール及び紙器製造 

ペーパーハニカム製品製造 

資 本 金 2,000 万円 

本 社 〒108-0074 東京都港区高輪 4 丁目 11 番地 32 号 

TEL 03-3443-7591㈹／FAX 03-3443-0089 

e-mail head-office@asahishigyo.co.jp 

横浜工場 〒235-0017 神奈川県横浜市磯子区新磯子町 30 番地 5 

TEL 045-751-7591㈹／FAX 045-751-0089 

e-mail isogo@asahishigyo.co.jp 

藤枝工場 〒426-0041 静岡県藤枝市高柳 2712 番地 1 

TEL 054-635-3181㈹／FAX 054-636-1714 

e-mail fujieda@asahishigyo.co.jp 

 

（２）東北旭紙業株式会社 

商 号 東北旭紙業株式会社 

役 員 代 表 取 締 役 社 長 

専 務 取 締 役 

取 締 役 工 場 長 

取締役営業統括部長 

監 査 役 

小林 裕明 

小林 丈人 

大河原 忠広 

田辺 章雅 

上平 徹 

設 立 1969 年 4 月 

事業内容 段ボール及び紙器製造 

ペーパーハニカム製品製造 

資 本 金 3,000 万円 

本 社 〒969-0404 福島県岩瀬郡鏡石町南町 389 番地 

TEL 0248-62-3111㈹／FAX 0248-62-3115 

e-mail tohoku@asahishigyo.co.jp 

 

（３）PT.O.A.J 

商 号 PT.ORIENTAL.ASAHI.JP CARTON BOX 

設 立 1992 年 6 月 

資 本 金 US500 万ドル 

本 社 Jl. Irian II-I Blok AB2, Kawasan Industri MM2100,Desa Danau 

Indah, Cikarang Barat, Bekasi, Jawa Barat 17847,lNDONESlA 

TEL 021-898-0503／FAX 021-898-0409 

 

（４）旭紙業（常熟）有限公司 

商 号 旭紙業（常熟）有限公司 

設 立 2005 年 7 月 

資 本 金 US390 万ドル 

本社工場 江蘇省常熟市経済開発区沿江工業区馬橋路工業坊 2 棟 

TEL 0512-5229-7591／FAX 0512-5229-7192 

第２工場 江蘇省常熟經濟開發區沿江工業區汪灣北路 2 號 1 棟 

 

１．事業活動の内容 
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『品質・環境方針』 

品質
ひ ん し つ

は今日
い ま

 

環境
か ん き ょ う

は明日
み ら い

を約束
や く そ く

！ 
 

顧客満足度の向上のために、顧客の要求事項を良く理解し、要求事項を満たす

ため各工程管理を徹底し、時間を掛けずに品質作りを行うことを約束します。 

 

要求事項をクリアーするためには、環境保全活動を推進し、環境汚染の予防、 

継続可能な資源の利用、気候変動の緩和及び気候変動への適応、 

環境保護・生物多様性及び自然生息域の改善を、継続的に実施し、 

全社員が参画することにより未来への地球環境を守り抜くことを約束します。 

 

1. 事業活動において、品質・環境マネジメントシステムを構築することにより、

顧客満足の向上及び、アサヒグループに関わる全ての人に対する環境保全、

資源保護等の活動を行い、環境負荷の軽減に努める。 

2. 開発・設計・製造活動において、品質向上はもとより、原材料の省資源化、  

電力使用量の効率化、廃棄物の減量化、再資源化、FSC（森林認証制度）を  

推進するとともに、生物多様性保全を含む環境保全活動の継続的改善、  

汚染の予防を推進する。 

3. 事業活動に関連する法律、規制、協定のほか、アサヒグループが同意した  

要求事項を順守する。 

4. 環境に配慮した製品の開発・設計・製造においてライフサイクルを考慮して、

技術的、経済的に可能な範囲で、目的及び目標を定め、活動するとともに、

定期的に見直しを行い、同業他社との製品差別化戦略として企業存続に   

努める。 

5. 品質・環境マニュアルをもとに、リスクと機会を考慮し、改善の為の    

提案活動を推進し、品質・環境マネジメントレビューを行い、維持する。 

6. アサヒグループ及びグループに関わる全ての人々に、品質・環境方針を  

周知させ、一般の人々にも公表する。 

 

代表取締役社長 小林裕明 

２．品質・環境方針 
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（１）対象範囲            （２）対象期間 

旭紙業株式会社   本社       2022 年 4 月～2023 年 3 月 

          横浜工場 

          藤枝工場 

東北旭紙業株式会社      

 

（３）環境活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SDGsは 2015年国連総会で採択された 2030年

までに持続可能でより良い世界を目指す国際目

標であり、17 の目標とそれらを達成するための

169 のターゲットで構成されています。当社は環

境活動を取り組む中で、関連する SDGs 目標とを

結びつけ、持続可能な社会貢献を推進いたします。 

 

①省資源化の推進 

・電気使用量の削減 

・OA 用紙コピー用紙の 

 使用量の削減 

・工程内ロスの削減 

・ガス使用量の削減 

②リサイクルの推進 

・環境対応品の提案 

・リサイクルの推進 

③廃棄物削減 

・産業廃棄物の削減 

④安全・防災 

・消防訓練 

・防災訓練 

・安全意識の徹底 

・0 災害推進 

⑤地域社会への貢献 

・地域の清掃活動 

⑥CO2 排出量削減 

・エネルギー使用量の削減 

⑦環境意識の向上 

・関係業者への環境意識の向上 

３．2022年度 環境活動 

⑧経営システムの見直し 

・労働安全衛生マネジメント 

システムの取得 

・ストレスチェックの実施 
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・電気使用量の削減 

作業効率を高め、早期退社を実施する 

ことにより各事業所での電力使用量の 

削減に努める。（各事業所） 

 

・工程内ロスの削減 

再製造につながる製造ロスは資材及び 

各種エネルギーの浪費につながることを

周知徹底し、製造ロスの原因を追究し、

改善につなげることにより製造ロスの 

再発を防止する。（製造担当・品質管理室） 

 

・燃料（ガス）使用量削減 

機械停止により無駄が生じれば各種エネ

ルギーの浪費につながることを周知徹底

し、機械停止の原因・時間・回数の記録

を行い、改善につなげることにより停止

時間・回数を削減する。（製造担当） 

 

 

 

 

・環境対応品の提案 

顧客に対して現状より優れた環境対応品

を提案することにより、社会全体への 

環境負荷の軽減につなげていく。（営業担

当） 

≪環境対応品の定義≫ 

A) 木質素材、樹脂素材からダンボール・  

ペーパーハニカム等を用いた紙単一素材

への設計、提案。 

B) 同業他社の紙単一素材に対して、当社 

設計提案による使用原紙の減量化。 

C) インク使用量の低減、ニス等の廃止。 

D) 配送効率化によるガソリン等、燃料使用

量ダウン。 

E) ラップ、ＰＰバンド、フローレン等、  

副資材使用量ダウン。 

F) その他、営業部にて環境対応品と認める

もの。 

G) 顧客工程の合理化、効率化。 

 

・リサイクルの推進 

工場で使用される段ボール古紙や OA 用

紙及び事務所で使用されるトナーのリサ

イクルを推進する。（各事業所） 

 

４．主要な環境活動の内容 

①省資源化の推進 ②リサイクルの推進 
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・産業廃棄物の削減 

生産ミスによる不適合品の発生を防止す

ることにより、資材・資源の無駄遣いを

防止し、排出される産業廃棄物の発生を

防止する。（品質管理室・製造担当） 

 

 

 

・消防訓練・防災訓練 

消防訓練（年 1 回）及び防災訓練   

（年 1 回）を実施することにより、各種

災害及び事故が発生した際に的確な対応

をとれるようにし、被害を最小限に抑え

る。（各事業所） 

 

・安全意識の徹底 

安全教育を実施することにより社員の 

安全意識を高め、事故の発生防止に努め

る。（各事業所） 

 

・0 災害推進 

事故・災害情報の共有化を進めることに

より、類似の災害発生防止に努める。 

（各事業所） 

 

・BCP の推進 

事業所ごとに緊急時に対応した BCP の

推進を図る。（各事業所） 

 

 

 

 

 

・地域の清掃活動 

各事業所周辺の清掃活動を通じて、地域

社会の一員として環境の改善に貢献す

る。（各事業所） 

 

 

 

・エネルギー使用量の削減 

生産効率の向上により省エネにつなげ、

各種エネルギー使用量を削減する。（製造

担当） 

不必要な照明・空調の使用をやめ、   

こまめに電源を落とすことにより節電を

する。（各事業所） 

 

 

 

・関係業者への環境意識の向上 

アサヒグループに出入りする運送業者に

対してアイドリングストップを推奨し、

環境意識の向上に努める。（各事業所） 

 

 

 

・健康経営優良法人の取得 

従業員の健康管理を経営的視点から考え

戦略的に実施することにより、健康経営

優良法人の取得を目指す。 

 

・ストレスチェックの実施 

労働安全衛生法の改定に伴い義務化され

たストレスチェックを実施する。 

③廃棄物削減 

④安全・防災 

⑤地域社会への貢献 

⑥CO2 排出量削減 

⑦環境意識の向上 

⑧経営システムの見直し 
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（１）実績と今後の目標 

 

 

 

・電気使用量の削減 

 昨年度は本社・東北旭紙業で目標を達

成し、横浜工場・藤枝工場で目標を達成

できませんでした。追加設備の設置によ

り電力消費量が増加したことに加え、小

ロット化・製品の複雑化により、平米当

たりの電力使用量が増加してしまったも

のと考えられます。 

 旭紙業では生産性向上の為に製造部門

における各作業の見直し・設備の更新等

を推進すると共に、営業部門や業務部門

においても製造部門の作業性が向上する

ように製品設計や製造計画の改善を  

行い、無駄な作業を省くことにより  

省エネを実現して参ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・OA 用紙コピー用紙の使用量の削減 

OA 用紙の使用量は、全事業所で目標

を達成できませんでした。新型コロナが

落ち着いて生産量も伸びてきており、そ

れに伴い OS 用紙の使用量が増加したも

のと考えられます。 

現在、弊社では DX 化に取り組んでお

り、その一環としてペーパーレス化を推

進してまいります。 

 

 

 

 

 

 

・工程内ロスの削減（故紙発生量の削減） 

昨年度は横浜工場のハニカム部門と藤

枝工場が目標を達成し、横浜工場の段ボ

ール部門と東北旭紙業は目標達成とはな

りませんでした。 

各事業所ごとにロスの原因は異なって

おり、原因分析を行い、それぞれに最適

の生産体制を実現することで、目標達成

を目指してまいります。 

 

①省資源化の推進 

【製造部門】 

各作業の見直し・設備の更新 

【営業部門】 

製品設計の改善 

【業務部門】 

製造計画の効率化 

５．環境活動の実績と今後の活動予定 
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・燃料（ガス）使用量削減 

横浜工場は目標を達成し、東北旭紙業

は目標達成できませんでした。 

ボイラーに関しては段ボールの生産性

向上によりガスの使用量削減の取り組み

を実施し、フォークリフトに対してはア

イドリングストップの実施と急発進・ 

急ブレーキ防止の意識向上に取り組んで

いきます。 

 

 

 

・環境対応品の提案 

旭紙業では段ボールの持つ『構造体に

よる高強度』『軽量』『環境への軽負荷』

『リサイクル性』等を生かした製品作り

をお客様と共に進めております。 

 ※木材・プラスチック材・発泡材などの代替材

としての紙素材のご提案 

 ※設計変更による包装資材の省資源化 

 ※使用段ボール原紙の見直しによる軽量化 

また、旭紙業では軽量・高強度なハニカ

ムボードを使用した製品も開発してお

り、これらを用いた環境対応品のご提案

を進めて行きたいと思っております。 

 
木製パレット 

紙製パレット 

木製やプラスチック製が 

主流のパレットを紙製に。 

軽量で女性でも楽に扱えます。 

段ボール故紙として処分することが 

出来るので環境にも優しいパレットです。 

紙製什器 

今までは木材で作成していた什

器を紙製に変更。左側はフード

ロス削減の為の賞味期限切れ食

品回収 BOX、右側は再生資源食

器の回収 BOX です。どちらも

環境負荷の低い紙製での製作に

より採用となりました。 
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災害用ベッド 

弊社では段ボール・ハニカム素材を 

用いた災害用ベッドの製造を行って

おります。 

地域の防災訓練を通じてみなさまの

意見・要望を取り入れ、より良い防災

製品の開発に努めて参ります。 

イベントブースでも木材に 

代わる素材として注目を 

受けています。 

従来の工法と比べ、設営時間・ 

撤去時間の短縮につながるほか、 

紙製の為、処分も容易です。 

イベントブース 

10 

各種展示物 

直線と曲線を組み合わせたカット、 

折り込み・切り抜き加工、 

パネル等ギミックの埋め込み、 

複数パーツによる組み合わせ、 

インクジェットプリンタによる印刷。 

紙製の為、多彩な加工が可能です。 
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・リサイクルの推進 

旭紙業では段ボールの原料となる古紙

のリサイクル活動を推進しております。 

故紙は旭紙業内で圧縮・ブロック状に

され、配送効率を上げたうえでリサイク

ル業者に引き渡され、原紙メーカーにて

再生資源として活用されます。また、  

ゴミの分別回収も行い、今後も廃棄物削

減に努めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・産業廃棄物の削減 

横浜工場では工場内より発生する産業

廃棄物・汚泥廃棄物は減少となりました。

また、藤枝工場では産業廃棄物は減少し、

東北旭紙業は増加しました。 

今後も 3R を推進し、産業廃棄物の削

減に努めて参ります。 

 

 

 

 

 

 

また、産業廃棄物・汚水の発生量は  

段ボール生産量の他に各機械の生産・  

清掃時のムダによっ

ても増減するため、従

業員の意識向上によ

ってムダを減らして

まいります。 

 

 

 

・消防訓練・防災訓練 

各事業所において消防訓練・防災訓練

の実施を致しました。 

 

・安全意識の徹底 

社員に対して計画された安全教育を 

実施致しました。 

 

・0 災害推進 

本社     ０件の労災が発生しました。 

横浜工場   4 件の労災が発生しました。 

藤枝工場   1 件の労災が発生しました。 

東北旭紙業  0 件の労災が発生しました。 

今後は啓蒙・訓練を通じて労災発生時

の対応方法の教育を実施してまいりま

す。 

また、労災事例の教育による安全意識

の向上や労災発生時の対応方法の教育に

取り組むと共に、ヘルメットや安全靴の

着用を徹底させることで 0 災害を目指し

てまいります。 

 

 

 

 

②リサイクルの推進 

③廃棄物削減 

④安全・防災 
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・地域の清掃活動 

 各事業所ごとに地域の清掃活動に参加

しました。アダプト・プログラム（市民

と行政が協働で進める清掃活動をベース

としたまち美化プログラム。）に旭紙業と

して参加することにより、より地域と 

一体となった活動を推進していきたいと

思います。 

 

 

 

・エネルギー使用量の削減 

 本社ではエネルギーの使用量を抑え

CO2排出量の削減を達成しました。しか

しながら横浜工場・藤枝工場・東北旭紙

業では目標を達成できませんでした。電

気・ガスによるエネルギーの使用量が増

加してしまったことが原因と考えられま

す。 

各事業所にて製品設計・製造工程・  

作業計画の見直しを行い、生産体制を 

整え CO2 排出量削減の目標達成を目指

していきます。 

 

 

 

・関係業者への環境意識の向上 

2023 年度もアイドリングストップ 

活動を継続していきます。また、急発進

急ブレーキの無い安定した走行を心掛け

てまいります。 

また、配送効率の向上により省エネを

推進して参ります。 

 

 

 

・CSR、SDGs の推進 

アサヒグループはコンプライアンスの

観点から法令を遵守し、公正、公平な企

業活動を通じて株主及び社員とその家

族，当社に関わるすべての人と地域社会

から信頼される企業を目指します。 

また、当社は CSR を取り組む中で、関

連する SDGs 目標とを結びつけ、事業活

動の展開，環境保全，地域社会の持続的

発展に貢献していきます。 

 

・ISO9001、14001 更新 

国際的な品質・環境の規格である

ISO9001 と ISO14001 を取得しており

ます。アサヒグループでは品質・環境マ

ネジメントシステムの見直しを常時行

い、品質・環境マニュアルの改訂を 2023

年 4 月に実施、常に新しい仕組みを取り

入れて参ります。 

 

・FSC 認証の取得 

アサヒグループは森林保全に配慮し、

「木材の合法性」が証明された、安全且

つ環境に適した製品(材料)を使用するこ

とで、環境配慮型企業として消費者の皆

様(お客様)の評価を頂き、差別化された

製品を扱う企業として販売促進に役立て

ていきます。 

 

 

⑤地域社会への貢献 

⑥CO2排出量削減 

⑦環境意識の向上 

⑧経営システムの見直し 
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（２）総評 

旭紙業全体としてはエネルギー・資

材の使用量は横ばい傾向にあります。

段ボール製品の小ロット・多品種化お

よび構造の複雑化による製造ロスの増

加は今年度も見られており、旭紙業で

は段ボール製品の設計の見直しに加

え、DX 推進による生産計画の見直し

と製造工程の改善、配送効率の向上に

より、環境負荷の低減を推進します。

また、外部関係者（行政、取引先など）

との協力体制の強化を進め、社会の環

境改善に努めて参ります。 
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（１）環境法規制関係まとめ 

 

法規制 

事業所 

遵守状況 本
社 

横
浜
工
場 

藤
枝
工
場 

東
北
旭
紙
業 

省エネルギー法 ○ ○ ○ ○ 
原油換算 1,500kℓ以下の為、

測定のみ実施＊１ 

フロン排出抑制法 ○ ○ ○ ○ 確認済み 

消防法 ○ ○ ○ ○ 実施済み 

産業廃棄物処理法 － ○ ○ ○ 
産業廃棄物管理台帳に記録 

契約書、マニフェスト保管 

静岡県条例第１０条 － － ○ － 確認済み 

水質汚濁防止法 － ○ ○ ○ 確認済み 

浄化槽法 － ○ ○ ○ 確認済み 

大気汚染防止法 － ○ ○ ○ 確認済み 

騒音規制法 － ○ ○ ○ 確認済み 

振動規制法 － ○ ○ ○ 確認済み 

工場立地法 － ○ ○ ○ 確認済み 

高圧ガス保守法 － ○ ○ ○ 確認済み 

毒物及び劇物取締法の 

法的その他要求事項 
－ ○ － － 確認済み 

労働安全衛生法  － ○ ○ ○ 確認済み 

＊１ 東北旭紙業は旭紙業とは別会社扱いのため、他事業所とは合算しません。 

  

 

（２） 違反・訴訟等  

2023 年 5 月 25 日現在、環境関連法規について見直しを行いましたが、環境関連法規

に違反するものはありません。また、環境関連の訴訟及び当局からの違反の指摘はあ

りません。 

６．環境法規制関係 
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【環境経営システムの有効性の評価】 

有効に機能している。 

 

【環境への取組状況】  

取り組みは適切に実施されている。 

 

【評価コメント】  

各事業所・各工場ともに燃料・資材の高騰・国際社会情勢の変化に伴うコストプッシ

ュは避けられない状況にある。この状況を真摯に受け止め、来期は社内システムのDX

化・生産計画の見直し・製造工程の改善・配送効率の向上・社員の意識改善を推進し、

生産効率の向上を達成することにより、より良い環境活動につなげていく必要がある。 

全社的な環境活動に関しては、継続して各部署の目標管理に展開していく。また、  

旭紙業と関わりのある全ての関係者と協力して環境改善活動を推進していくことにす

る。 

 

【品質・環境方針、目標、活動計画及び経営システム等の変更の必要性】  

品質・環境方針に関しては来期も継続して実施する。目標及び活動計画に関しては 

今期の実績を考慮して来期目標の目標値を決定のうえ、生産工程の改善を進めるべく 

新たな活動を実施する。 

各部門の目標及び活動計画に SDGs との関連性を明確にし、教育を通じて従業員の意

識を高めていく。マニュアル・社内規定の見直し、労働安全衛生目標の決定、リスクア

セスメントの実施等を行い、健康経営優良法人取得を推進していく。 

また、最近の働き方改革・人手不足等の観点から労使の見直しを進め、従業員と共に

アサヒグループの更なる発展を目指す。 

 

 

 

７．管理責任者による全体評価と見直し 
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２０２２年度環境行動報告 
分類 

 

 

項目 事業所 ２０２２年度計画 ２０２２年度実績 評価 ２０２３年度計画 

省資源 

電気使用量の削減 

本社 １２１．３ｋＷｈ／日 前年比２％削減 １０９．９kWh／日 〇 １０７．７ｋＷｈ／日 前年比２％削減 

横浜工場 ５８．２Ｗｈ／㎡ 現状維持 ５９．４Ｗｈ／㎡ × ５８．２Ｗｈ／㎡ 前年比２％削減 

藤枝工場 ３５．６６Ｗｈ／㎡ 前年比２％削減 ３７．９１Wｈ／㎡ × ３７．５３Ｗｈ／㎡ 前年比１％削減 

東北旭紙業 ４６．１６Ｗｈ／㎡ 前年比１％削減 ４４．２２Ｗｈ／㎡ 〇 ４３．７８Ｗｈ／㎡ 前年比１％削減 

OA用紙コピー用紙の使用量の削減 

本社 １４１，５００枚 前年比１％削減 １５０，５００枚 × １４９，０００枚 前年比１％削減 

横浜工場 ４６６，５００枚 現状維持 ４８６，０００枚 × ４７６，０００枚 前年比２％削減 

藤枝工場 ２１０，３７５枚 前年比１％削減 ２７７，０００枚 × ２７４，２３０枚 前年比１％削減 

東北旭紙業 １，０９０，０００枚 前年比１％削減 １，０９１，０００枚 ▲ １，０８０，０００枚 前年比１％削減 

工程内ロスの削減 

（2017 年度よりハニカムのロス率を細

分化して集計） 

横浜工場 

段ボール ロス率 ３．１９％ 前年比１０％削減 ４．５０％ × ４．０５％ 前年比１０％削減 

ハニカム（CHS） ロス率 ０．９１％ 現状維持 ０．８４％ ○ ０．８２％ 前年比２％削減 

ハニカム（貼合） ロス率 １．３２％ 現状維持 １．１３％ ○ １．１１％ 前年比２％削減 

ハニカム（加工） ロス重量１０．３㎏ 現状維持 ９．５㎏ ○ ９．４㎏ 前年比２％削減 

藤枝工場 ０．９７％ 前年比２％削減 ０．８６％ ○ ０．８０％ 前年比７％削減 

東北旭紙業 １．９２％ 前年比２％削減 ２．０６％ × ２．０１％ 前年比２％削減 

ガス使用量削減（フォークリフト） 
横浜工場 月平均８９４Kg 現状維持 月平均８７０Kg 〇 月平均８７０Kg 現状維持 

ガス使用量削減（ボイラー） 月平均 ０．０１４６㎥／㎡ 現状維持 月平均 ０．０１４２㎥／㎡ 〇 月平均 ０．０１４２㎥／㎡ 現状維持 

ガス使用量削減 東北旭紙業 ９．５０g/㎡ 前年比１％削減 ９．６７g/㎡ × ９．５７g/㎡ 前年比１％削減 

リサイクルの推進 
環境対応品の提案 

本社 １２件 １２件 〇 １２件 

藤枝工場 １０件 １０件 ○ １０件 

東北旭紙業 １０件 １０件 〇 １２件 月１件 

リサイクルの推進 グループ全体 １００％ １００％ 〇 １００％ 

廃棄物削減 産業廃棄物の削減 

横浜工場 混合１２５㎥ 現状維持 混合９４㎥ 〇 混合９３㎥ 前年比１％削減 

汚泥５４，０３０ｋｇ 現状維持 汚泥４１，７７０Ｋg 〇 汚泥４１，３５０ｋｇ前年比１前年比１％削減 

藤枝工場 １１，９４１㎏ 前年比５％削減  ９，６５８㎏ ○ ９，１７５㎏ 前年比５％削減  

東北旭紙業 ８８，１７９㎏ 前年比１％削減 ８８，８８0 ㎏ × ８７，９９0 ㎏ 前年比１％削減 

安全・防災 

消防訓練 

グループ全体 

消防訓練の実施（年１回） 消防訓練の実施（年１回） ○ 消防訓練の実施（年１回） 

防災訓練 防災訓練（年１回） 防災訓練（年１回） ○ 防災訓練（年１回） 

安全意識の徹底 安全教育 安全教育 〇 安全教育 

0災害推進 

本社 

０件 

０件 ○ 

０件 
横浜工場 ４件 × 

藤枝工場 １件 × 

東北旭紙業 ０件 ○ 

地域社会への貢献 地域の清掃活動 

本社 アドプト活動、みなとタバコルールキャンペーン参加 アドプト活動、みなとタバコルールキャンペーン参加 ○ アドプト活動、みなとタバコルールキャンペーン参加 

横浜工場 会社前歩道清掃活動実施 会社前歩道清掃活動実施 ○ 会社前歩道清掃活動実施 

藤枝工場 河川の清掃活動・草刈 河川の清掃活動・草刈 ○ 河川の清掃活動・草刈 

東北旭紙業 公道の清掃活動・草刈実施 春～秋季１回/２週実施 ○ 公道の清掃活動・草刈実施 

ＣＯ2排出量削減 
エネルギー使用量 

（重油換算値（Kℓ)／ｔ-CO2換算値） 

本社 ７．６８ｋℓ／１６．８４ｔ-CO2 前年比２％削減 ７．１９ｋℓ／１５．７６ｔ-CO2 ○ ７．０５ｋℓ／１５．４４ｔ-CO2 前年比２％削減 

横浜工場 １，１２１ｋℓ／１，９８６ｔ-CO2 現状維持 １，１２１ｋℓ／２，１５４t-CO2 × １，１９９㎘／2,1３２t-CO2 前年比１％削減 

藤枝工場 ６２kℓ／１３５t-CO2 前年比１％削減 ６９．７kℓ／１５１．５t-CO2 × ６９．０kℓ／１５０．０t-CO2 前年比１％削減 

東北旭紙業 １，２３２kℓ／２，７６９t-CO2 前年比１％削減 １，２８６kℓ／２，８９０t-CO2 × １，２７３kℓ／２，８６１t-CO2 前年比１％削減 

環境意識の向上 関連業者への環境意識の向上 グループ全体 運送業者環境意識の向上 アイドリング・ストップ励行の呼び

かけ 

〇 運送業者環境意識の向上 

目標の実績評価： ○達成 ▲達成率 75％以上 ×達成率 75％未満 

付録１ 2022年度 環境行動報告 
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（１）年度別電気使用量推移 

   

   

 

（２）年度別 OA 用紙使用量推移 

   

   

   

    

    

    

    

     

     

     

                                        

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

  

              

   

           

            

   

    

    

    

    

    

    

    

                                        

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

  

                

   

           

            

   

    

    

    

    

    

    

                                        

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

  

                

   

           

            

   

    

    

    

    

    

    

                                        

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

  

                 

   

           

            

 

      

      

      

      

       

       

       

       

       

       

                                        

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

                

   

           

            

 

       

       

       

       

       

       

       

       

                                        

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

                  

   

           

            

 

      

       

       

       

       

       

                                        

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

                  

   

           

            

 

       

       

       

       

         

         

         

                                        

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

                   

   

           

            

付録２ 各目標値の推移 
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（３）年度別ロス率推移 
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（４）年度別ガス・重油使用量推移 

   

   

 

（５）年度別環境対応品推移 
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（６）年度別リサイクル推進 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）産業廃棄物（混合・汚泥）推移 

   

   

 

  

  

  

  

   

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

          

   

           

            

   

    

    

    

    

     

     

     

     

     

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

                    

   

           

            

 

      

      

      

      

      

      

      

 
 
 
 
 
 
  
  

  

                    

   

           

            

 

     

     

     

     

      

      

      

      

 
 
  
  

  

                

   

           

            

 

      

      

      

      

       

       

 
 
  
  

  

                 

   

           

            

20 



21 
 

 

（８）年度別０災害推進 

   

   

 

（９）年度別 CO2 排出量推移 
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